
国・

4
司

-
Eロ
帽
子
司
宮
内
定
な
認
可
向
。
、
時

Z
M叫急
S
宮

除
去
町
内
沼
崎
町

E
S
E
a
h円
宮
崎

g
土
口

豊

回

著

者

の

戸

当
・

F
ニ
ミ
に
つ

い
て
こ
こ
で
紹
介
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ

う
。
十
数
年
前
に
来
日
し
た
こ
と
も
あ
る
著
者
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
に
も
有

名
で
あ
る
。
彼
の
略
歴
は
ま
た
、
こ
こ
で
書
評
す
る
著
書
の
K
頁
に
も
見
い
出

さ
れ
る
。
著
者
の
研
究
範
圏
は
イ
ラ
ン
皐
者
の
中
で
は
最
も
康
い
と
言
え
る

が
、
そ
の
中
で
も
コ

l
タ
ン
・
サ
カ
語
の
研
究
で
は
牢
世
紀
に
わ
た
っ
て
第
一

人
者
で
あ
り
績
け
て
き
た
。
彼
の
輝
し
い
業
績
は
、
同

E
E宮
古
叫

42ご
同
l
l

〈
ア
の
曲

B
r
z仏
間
0

・H
定
印

l
ミ
一
同
F

。HQ
定
詰
N
W
R
R
出
丸
、
広
之
叫

4hw-
H
F
F
o
E
凶。P

S
E
u
b片
足
。
芯
司
旬
。
¥
州
、
S
H
g
b
H』
mp
の
釦
日
『
ユ
仏
m
p
H由
叶
由
に
於
い
て

遺
憾
な
く
一
示
さ
れ
て
い
る
。

今
図
書
評
す
る
こ
の
本
は
、
一
九
七
九
年
十
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ

ン

ビ
ア
大
皐
で
五
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
講
演
を
も
と
に
し
て
い
る
。
書
名

が
示
す
通
り
、
イ
ス
ラ
ム
以
前
の
コ

l
タ
ン
に
居
住
し
て
い
た
イ
ラ
ン
系
の
言

語
を
話
す

コ
l
タ
ン
人
の
文
化
を
概
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
概
設
は

既
に

h
n
b
ミ
S
E内
叫

42H同
日
〈
の
序
に
見
い
出
さ
れ
る
が
、
今
回
の
も
の
は

そ
れ
を
補
充
抜
大
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
回
生
ミ
の
研
究
が
さ
ら
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
金
剛
程
は
左
記
の
五
つ
の
章
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
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第
一
章

第
二
章

コ
l
タ
ン
、
園
土
と
圏
民
、
儀
式
及
び
日
常
生
活

居
住
地
、
環
境
及
び
社
禽
生
活

第
三
章
生
活
の
文
化
面

第
四
章
コ

l
タ
ン
語
の
文
献
か
ら
の
抜
翠
誇

第
五
章
コ

l
タ
ン
を
取
り
ま
く
民
族

こ
れ
ら
の
後
に
、
本
文
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
語
の
リ
ス
ト
(
引
用
さ
れ

た
語
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
)
が
〉

3
g仏
日
と
し
て
附
け
加

え
ら
れ
て
い
る
。
阿
国
仏
O
H

は
、
人
名
、
民
族
名
・
地
名
及
び
寸
o
y
n

の一一一部

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

F--aは
上
記
の
五
つ
の
章
に
於
い
て
、
コ

l
タ
ン
語
で
書
か
れ
た
文
献

及
び
そ
こ
に
現
わ
れ
る
語
晶
弛
か
ら
、
コ

l
タ
ン
の
文
化
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
本
は
、
イ
ラ
ン
語
の
門
外
漢
の
み
な
ら
ず
イ

ラ
ン
語
、
コ

I
タ
ン
語
を
専
門
と
す
る
者
に
と
っ
て
も
有
盆
な
概
設
で
あ
る
。

略
披
表
を
敏
い
て
い
る
の
は
不
便
だ
が
、
こ
れ
は
著
者
に
よ
る
り
ミ
芯

E
ミ

の
そ
れ
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

残
念
な
の
は
、
よ
り
詳
細
な

F
P
H
を
依
く
こ
と
で
あ
る
。
一

・
二
・
三

章
は
コ

l
タ
ン
語
の
分
類
語
索
集
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
黙
は
特

に
惜
し
ま
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る

語
棄

を
順
に
リ
ス
ト
し

て
、
い
く
ら
か
で
も
使
用
の
便
宜
を
は
か
る
こ
と
に
し
た
い
(
な
お
、
四
・
五

章
に
つ
い
て
は
既
存
の
索
引
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
)
。

コ
l
タ
ン
の
名
稽
(
二
|
一
一
一
頁
〉
、
諸
言
語
に
現
わ
れ
た
サ
カ
族
の
名
稽
(
七

|
九
頁
)
、
階
級
名
等
(
一

O
I
一
四
頁
)
、
喜
一所
用
具
(
一
四
頁
〉
、
金
属
・

鎖
物

・
賓
石
(
一
四
頁
)
、
道
具
類

(
一
五
頁
)
、
衣
服
(
一
五
l
六
頁
〉、

布
地
(
一
六
頁
)
、
コ

l
タ
ン
語
文
献
に
現
わ
れ
た
漢
語
の
官
職
名
(
一
一
一
-
一

頁
)
、
居
住
地
の
名
問閉

会
一
六
|
八
頁
)
、
自
然

・
天
鐙
(
二
八
l
九
頁
)
、
暦

に
関
す
る
語
会
(
二
九
|
一一一一

頁
)
、
地
形
を
表
わ
す
語
集
会
二
頁
)
、
植

物
名
全
一
一

|
三
頁
)
、

薬
品
名
(
一
一
一
一
一
一
頁
〉
、
動
物
名
(
三
四
|
六
頁
)
、

-169ー
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食
品
名
(
三
七
頁
)
、
密
療
用
語
(
三
七
|
八
頁
〉
、
商
業
に
関
す
る
語
索

(
三
八
九
頁
)
、
法
律
用
語
(
三
九
l
四
O
頁
)
、
十
二
支
の
名
稽
(
四
一

頁
)
、
総
重
・
寓
経
に
関
す
る
語
会
(
四
三
|
四
頁
)
、
音
梁
用
語
(
四
四
|

五
頁
)
、
王
族
の
名
(
四
五
頁
〉
、
僧
侶
な
ど
の
人
名
(
四
六
l
八
頁
〉
、
コ

l
タ
ン
語
に
残
存
す
る
イ
ラ
ン
古
代
の
宗
教
に
由
来
す
る
語
奨
(
四
八
|
五

一
頁
)
、
コ
l
タ
ン
語
の
傍
敬
語
索
(
五
一

l
五
五
頁
)
、
コ
l
タ
ン
語
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
他
の
イ
ラ
ン
語
(
五
五
l
七
頁
)
、
コ
l
タ
ン
の
近
郊
諸

園
の
名
稿
(
五
七
l
九
頁
)
。

そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
通
り
、
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
研
究
す

る
者
に
は
第
五
章
が
特
に
興
味
深
い
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
部
分
と
同
様
の
テ
1

7

に
つ
い
て
は
、
近
く
出
版
さ
れ
る

M
C
E
Eミ
Z
叫

d
a
h
M
只
に
詳
述
さ
れ

る
海
定
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
章
の
後
宇
の
旬
奴
が
イ
ラ
ン
系
の
民
族
で
あ
る

と
す
る

∞
巳
-4
の
仮
設
に
つ
い
て
は
、

彼
の
論
文
‘
r
g
一
2
5
Z
E
口
問
ll

z
z
J
ミ
3
3
3
H
N
S
P
2・h
ミ
雪
h
q
E
5
6
2
H・

k

g

E

2
2

N
f

C
正
2
・
5
2
・
3
・
NM
l
M
m
も
参
照
さ
れ
た
い
。

最
後
に
こ
の
本
を
利
用
す
る
際
留
意
す
べ
き
黙
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

引
用
さ
れ
た
コ

l
F
ン
語
に
奥
え
ら
れ
た
意
味
に
関
し
て
は
、
∞
巴

-4
の

り
片
足
S
号
、
に
釘
し
て
策
さ
れ
た
批
判
(
戸
別
・
何
日
ヨ
2
r
L
S
R
州
中
旬
、
S
E
3

~
2
3
Q
N
・

8
・
5∞
Y

3

2
1
コ
)
は
、
こ
の
書
に
劃
し
て
も
同
様
に
あ
て

は
ま
る
。
例
え
ば

F
d副
司

N
Q
S
-
(
五
三
頁
)
の
意
味
を
J
E
r
g
-
ロ
間
三
と
す
る

の
は
あ
ま
り
に
語
源
的
で
あ
る
。
従
っ
て
コ
l
タ
ン
語
の
意
味
に
つ
い
て
は
常

に
河
・
開
・
明
日
日
官
庁
r
ω
ロ
《
回
目
u
・
0
・
ω
左
ω叩
『
〈

m
y
h
U
N
h
h
r
2
3
H
F
内

H
U
S
E
N
Q
ミ
ミ
h
g
ミ
S
E
p
t
弓
ぽ
ロ
(
第
一

巻
は

一
九
八
二
洋
に
出
版
さ

れ
た
〉
や
、
同
w
自
B
E
n
-
内
の
一

連
の
論
文
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば

v
b
ヨ
E
(
一
一
一
一
一
一
頁
)
=
Z
B
J
E
o
c
円
こ
は
、

何
百
自
2
5
F
n
E
M
内
田
ω
主
目
2
e
前

掲
書
(
一

二
八
|
九
頁
)
に
よ
れ
ば
な
唱
宮
ω
仲
間
一
E
H
こ
を
意
味
す
る
。

引
用
さ
れ
た
ソ
グ
ド
語
の
例
は
、
Z
-
ω
5
臼

Il
J
そ
ニ
-
Z
E
m
に
よ
る
U
R

5
5ミ
の

書
評
論
文

(
d
E
S
E
-
ω
0
1
】
円
岱
J
B
o
b
-
怠
-
H
申告・

3
・

8
l
m
H
〉
で
チ
L

ツ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
、
g
見
込
見
守
電
い
て
同
友
也
ハ
ユ
一

(
一
一
頁
〉
、
宮
と
(
一
二
頁
)
、
H
J
g
d
w
.
S
H
ヨ
同
(
三
八
頁
)
、
h
円
E
3
・
h
v
h
s

H
g
込

(
四
四
頁
)
、
H
H
e
『
ハ
九
八
頁
)
に
つ
い
て
の
記
載
は
訂
正
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
以
外
で
は
次
の
二
・
三
の
鮎
に
気
が
附
い
た
。
ソ
グ
ド

文
字
で
は
、
N
と
『
は
語
末
で
は
ほ
ぼ
確
寅
に
、
語
中
で
も
い
く
ら
か
の
マ

ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
で
区
別
さ
れ
て
い
る
(
Z
.
巴
ヨ
ω
!
巧
ニ
一
E
E
P
〉
司

B

E
瓦

件
。
者
-
ω
ロ
ロ
晶
君
E
S
F
ミ
Nhhm
町
民
、
S
R
F
尚

道

S
符

F
K

RF
G
叫

4
2
R
堂
、

円
F
g
h
E
町
古
町
ど
と
円
F
2
H
W
M
宮
古
-
F
ュ5
・
3
2
・
3
・
H
定
|
∞
)
。
従
っ

て

可
イ
(
一一二

頁
)
は
N
d
と
鱒
骨
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
九
々
、
臣
、
(
五

O
頁
)

の
意
味
に
つ
い
て
は
、

」
ミ
ω
z
g
ロ
5
問
・
匂
伺
。
h
M
-
ロ
・
5念
七
一
六
頁

参
照
。

民
主
J
E
EK
(
五
六
頁
)
は
各
々
を
も
J
F
若
宮
の
誤
植
(
出
2
0

包
括

前
掲
論
文
七
二
四
頁
参
照
)
、
三
喜
ぜ
H
(
七
六
頁
〉
は
=
ヨ
ゼ
へ
の
誤

植
、
ぜ
い
て
コ
ミ
(
八
六
頁
〉
以
外
に
、
ソ
グ
ド
語
文
献
で
は
い
て
H
ミ
臣
、
と
い
う

語
形
が
知
ら
れ
て
い
る
(
巧
-
∞
z
g
包
括
-
N
N
3
ヨ
S
R
E
R
Z
M
切
ミ
l

s
n
同
F
R
と
宮
町
y
b
E
ヌ
S
S
九
一

一良)
、
百
号
、
(
九
二
t

問。
が
|
「
ー

で
は
な
く
H
を
持
つ
こ
と
は

Y
A
・
8
3
N
コ
。
r
-
S
H
w
.
か
ら
明
ら
か
で

みのる。コ
レ
ズ
ム
語
ぷ
古代旬、
若
丸
(
四
九
頁
)
は
む
し
ろ
ぷ
、
言
旬
、
吉
弘
と
讃
ま
れ

る
べ
き
だ
ろ
う
(
り
・
Z
・
玄

R
穴
g
N-0・句
柄。
〉
b・

s・
5
8
五
四
二
頁
参

照
〉
。
さ
ら
に
直
前
の
M
へ
い
て辺

は
先
行
の
ソ
グ
ド
語
形
の
震
に
生
じ
た
誤
植
で

あ
り
、
削
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
当
・
切
・
2
2
E
ロ
m
-
匂
h
o
b
h-

M∞
-
H
明
白
印
二
五
一

頁
、
注
五
四
の
旬
、
ミ
ィ
ヨ
hhN.uf
は
旬
、
.ミ
ミ
一
b
i
h
て
「
芥

一170-



子
の
貧
」
の
誤
讃
で
あ
る
。

イ
ラ
ン
語
を
専
門
と
し
な
い
人
に
よ
っ
て
讃
ま
れ
る
こ
と
の
多
い
こ
の
本

に
、
誤
植
が
少
な
く
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
例
え
ば

U
R
-
H
v
o
a
-
同∞-

U

内
2
H・司
o
a・
5
0
(八
頁
〉
は
各
々
ロ
ミ
・

F
Z・
0
H∞-
M

ハ
2
H
-
旬。吋回-

FN∞
の
誤
植
、

ωロ
日
間
内
o
E
E
Rユ司
Z
E
-
-
5
吋
(
五

O
頁
〉
は

-50
∞
の

誤
植
で
あ
る
。

NWS知
久

N
Q宮
古
MHぬ
か
ら
の
引
用
で
は
、
同
志
望
公
(
一
一
一

頁〉
、
交
E
R
(
四
五
頁〉、

NHA・
区
(
四
九
頁
〉
は
各
々

h
b
k
s
礼
子
叉
込
HF

N
ω-
HHω

の
誤
植
で
あ
る
。

回同一

-4
の
こ
の
著
書
を
引
用
す
る
際
に
は
、
従

っ
て
、
い
く
ら
か
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
誤
植
の
類
が
、
∞
白
宏
司
の
著
者
の
債
値
を
奪
も
低
め
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
コ
1
タ
ン
語
の
文
献
の
内
部
か

ら
、
コ

l
タ
ン
の
歴
史
、
文
化
を
掘
り
お
こ
す
と
い
う
作
業
は
、
∞
包

-4
の

半
世
紀
に
わ
た
る
研
究
を
通
し
て
始
め
て
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
み
れ
ば
そ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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ω
た
だ
し
、
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
・
文
化
・
言
語
に
関
す
る
日
本
人
の
研

究
が
参
照
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
例
え
ば
西
夏
語
・
西
夏
文

字
(
九
八
頁
、
注
四
)
に
関
し
て
は
、
西
国
龍
雄
の
諸
研
究
は
重
要
で
あ

る。
ω
ω
口
町
〈
一
一
一
一
一
頁
)
に
つ
い
て
は
、
国
-
H
P目白
B
o
g
-
h
E
H
g
m
Mぬ

。
h
a
t
R
N
U。町民吉
S
な

S
H
F偽
吋

S
H
F
n
s
h
R
ミ
b
・
b
・・

5
S
-

C
ロ
2
0
a
x
u、
。
時
間
ダ
ロ
ロ
a
r
g
u
U
2
8
2己
目
。
ロ
一
九
一
1

六
、
二
九

O
|六
頁
も
参
照
。

ω

ソ
グ
ド
語
に
は
∞
-HSN-
冨
-HHek・
ω
-
H臣、〆

(ur-HHqbyp白ロ問・

HHhQWN
「
支
排
う
」
が
在
詮
さ
れ
る
。

(。。
-
c
B
r
S
F
o
n
Z
H
O
M
Oロ
H
E回一
E
H
ω
Z
L
-
2・

何内四回件。
ι
r
u、開・
J

ヘ曲
z
r巳
2
H
Y
H一一
+
H
O由官官・・

204〈
J

ヘ
2
r
・
。
曲
包
〈
白
ロ
回
o
o
r・
5
∞日
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